
こ

こ

で
い

う
「
月
縛
（
つ

き
し
ば
り

）
天
利
」
の

よ
う
な
仕
方
で
、

負
債
額
を
算
出
す
る
と
、

一

年
た
ら
ず
で

元
利
合
計
が
二
倍
、

十
円
の

借
金
が

二
十
円
九
十
二

銭
に

な
る
と
い

わ
れ
る
（「
武
相
困
民
党
の

社
会
的
背
景
に

関
す
る
資
料
」
資
料
編
13

近
代
・

現
代
⑶
四
七
）。

そ
し
て

返
済
不
能
に

陥
っ

た

農
民
に

対
し
て
は
、

容
赦
な
く
裁
判
を
通
じ
て

身
代
限
り
の

処
分
が
発
動
さ
れ
た
。

そ
の

際
公
売
に

付
さ
れ
る
田
畑
の

価
格
は
、

地
券
面
地
価
の

二
、

三
割
と
い

う
安
値
で

買
い

た
た
か
れ
る
始
末
で

あ
っ

た
。

十
七
年
不
況
下
の

神
奈
川
県
で
は
、

こ

の

よ
う
な
銀
行
会
社
の

活
動
が
全
県
的
に

見
ら
れ
る
が
、

こ

と
に
こ

れ
ら
の

銀
行
が
集
中
し
て
い

る
八
王

子
周
辺
の

南
多
摩
郡
で

は
、

一

八
八
二
（
明
治
十
五

）
年
ご
ろ
よ
り
負
債
の

た
め

身
代
限
り
の

処
分
を
受
け
る
者
が
激
増
し
つ

つ

あ
っ

た
。

南
多
摩

郡
長
、

原
豊
穰
の

記
録
は
そ
の

間
の

事
情
を
生
な
ま
し
く
伝
え
て
い

る
。

近
来
郡
下
人
民
ノ

破
産
ス

ル

日
一

日
ヨ

リ
多
ク
、

既
ニ

本
年
（
明
治
十
五
年

―
引
用
者
註
）
一

月
ヨ

リ
八
月
ニ

至
リ
、

八
王
子
治
安
裁
判
所
ヨ

リ
身
代
限
処
分
財

産
調
査
ヲ

本
衛
ニ

照
会
セ

ル

モ

ノ

実
ニ

四
百
二

十
名
、

昨
明
治
十
四
年
ニ

比
シ

其
数
二
倍
半
ヲ

多
ク
シ
、

一

昨
十
三
年
ニ

較
ス

レ

バ

凡
六
倍
ヲ

増
加
セ

リ
。

一

年
ヲ

統
計
セ

バ

必
ズ
六
百
名
ニ

下
ラ
ン
。

一

名
ノ

家
族
平
均
三
人
ト
ス

ル

モ

総
員
一

千
八
百
人
、

夫
レ

恒
産
ナ
ケ
レ

バ

恒
心
ナ
シ
ハ

古
今
ノ

通
患
人
情
其
極
処
ニ

陥
テ
事

何
カ
為
サ

ラ
ン
。

仮
令
大
悪
ヲ
ナ
サ
ヽ

ル

モ

無
財
無
産
ニ

シ

テ

徒
食
ス

ル

モ

ノ

必
ズ

良
民
ノ

權
利
ヲ
ハ

害
ス

ル

モ

ノ

ナ
リ
。

鳴
呼
斯
ノ

憐
ム

ヘ

ク

悪
ム

ヘ

キ
事
態
ヲ

現
出
ス

ル

原
因
多
端
ナ
ル

ベ

シ

ト

雖
ト
モ

金
貸
会
社
ノ

如
キ
実
ニ

其
尤
ナ
ル

モ

ノ

ナ
リ

（「
原
家
文
書
」『
八
王
子
市
史
』）

一

八
八
四
（
明
治
十
七

）
年
九
月
、

南
多
摩
郡
で
は
郡
下
百
三
十
五
町
村
の

う
ち
百
二

十
一

町
村
が
負
債
を
か

か

え
、

負
債
総
額
は
百
五
十
八
万

四
千
五
百
七
円
余
に

上
っ

た
。

こ

の

額
は
同
郡
下
の

地
券
面
地
価
の

五
七
・

九
㌫
に

あ
た
り
、

ま
た
、

当
時
の

神
奈
川
県
の

財
政
の

約
三
倍
に

相
当

す
る
。

ま
さ
に
、

銀
行
会
社
＝
高
利
貸
資
本
は
、

松
方
財
政
を
テ
コ

と
す
る
日
本
型
原
蓄
政
策
に
は
げ
ま
さ
れ
て
、

県
下
の

農
民
収
奪
に

狂
奔
し
た

の

で

あ
っ

た
。

以
上
、

主
と
し
て

農
村
に
お

け
る
松
方
財
政
下
の

状
況
を
考
察
し
て

き
た
が
、

都
市
部
の

横
浜
な
ど
に
お
い

て

も
生
活
の

困
窮
ぶ
り
は
変
り
な
か
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っ

た
。

た
と
え
ば
横
浜
区
内
で
は
、

一

八
八
三
（
明
治
十
六

）
年
下
半
期
に

戸
数
割
追
徴
税
の

不
納
者
が

大
量
に

出
て
、

目
下
区
役
所
で

毎
日
四
、

五

名
ず
つ

の

不
納
者
を
召
喚
中
で

あ
る
と
報
道
さ
れ
て
い

る
（『
自
由
新
聞
』
明
治
十
六
年
九
月
二
十
一

日
付
）。

二
　
激
化
す
る
農
民
騒
擾

露
木
事
件（
一

色
騒
動
）

と
こ

ろ
で
、

農
村
不
況
が
最
も
深
刻
化
し
た
十
七
年
は
、

同
時
に

農
民
騒
擾
が
燃
え
さ
か
っ

た
年
で

も
あ
っ

た
。

と
り

わ
け
神
奈
川
県
は
、

全
国
有
数
の

騒
擾
件
数
を
記
録
し
、

そ
の

激
し
さ
に
お
い

て

も
、

露
木
事
件
を
頂
点
に

き
わ
だ
っ

た
様
相
を
呈
し
て
い

る
。

ま
た
、

初
期
の

自
然
発
生
的
な
騒
擾
が
、

そ
の

最
終
段
階
で

武
相
困
民
党
と
い

う
巨
大
な
農
民
組
織
に

発
展
し
、

か
な
り

の

組
織
性
と
計
画
性
を
も
っ

て

行
動
し
て
い

る
点
で

も
、

全
国
的
に
一

つ

の

特
色
あ
る
事
例
を
提
示
し
て
い

る
と
言
え
よ
う
。

こ

の

農
民
騒
擾
は
、

銀
行
会
社
等
の

債
主
に

向
か
っ

て

負
債
者
で

あ
る
農
民
が
、

負
債
の

延
納
、

年
賦
払
い
、

利
子
の

減
免
な
ど
を
要
求
す
る
、

い

わ
ゆ
る
負
債
返
弁
騒
擾
が
主
な
も
の

で

あ
っ

た
。

そ
こ

に
、

こ

の

時
期
（
松
方
財
政
下

）
の

農
民
運
動
の

特
色
が
あ
っ

た
の

で

あ
る
。

さ
て
、

こ

の

よ
う
な
騒
擾
は
、

本
県
で
は
、

一

八
八
三
（
明
治
十
六

）
年
の

暮
れ
か
ら
八
四
年
（
明
治
十
七

）
全
体
に

わ
た
っ

て

発
生
し
て
い

る
が
、

本
項
で
は
そ
の

前
期
に

あ
た
る
八
四
年
半
ば
ま
で

を
扱
う
。

前
期
の

騒
擾
は
県
の

西
部
、

相
州
を
中
心
に

起
き
て
い

る
が
、

い

ま
そ
の

主
な
も
の

を
列
挙
す
る
と
第
二

十
五
表
の

よ
う
に

な
る
。

こ

の

表
は
騒

擾
の
一

方
の

当
事
者
で

あ
る
債
主
を
中
心
に
し
て
そ
の

概
要
を
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
が
、

八
件
の

騒
擾
の

う
ち
四
件
ま
で
が
露
木
卯
三
郎
に

関
す

る
も
の

で

あ
る
。

こ

の

よ
う
に

露
木
関
係
の

騒
擾
は
、

相
州
地
域
で

極
め
て

大
き
な
部
分
を
占
め
て
い

る
が
、

そ
れ
だ
け
で

な
く
、

最
後
に

は

債

主
・

露
木
の

殺
害
に
ま
で
エ

ス

カ
レ

ー
ト
し
て
い

る
こ

と
で

も
判
る
よ
う
に
、

前
期
に
お
け
る
激
化
の

ピ
ー
ク

を
な
し
て
い

る
。

そ
こ

で

ま
ず
、

露
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木
の

騒
擾
か
ら
述
べ

て
い

こ

う
。

露
木
事
件
の

萠
芽
は
早
く
も
子
易
村
騒
擾
に

み
ら
れ
る
が
、

本
格
的
な
も
の

と
し
て
は
次
の

土
屋
村
騒
擾

と
吉
岡
村
騒
擾
で

あ
ろ
う
。

こ

の

う
ち
土
屋
村
騒
擾
は
、

大
住
郡
赤
田
村
外
数
か
村
、

足
柄
上
郡
井
ノ

口

村

外
数
か
村
な
ど
農
民
百
名
が
、

土
屋
村
字
十
国
峠
に

集
合
し
て
、

露
木
が
「
予
て
よ
り
非
常
の

高
利
を
貪
り

借
主
を
責
む
る
こ

と
残
忍
な
り
け
れ
ば
、

い

ざ
や
竹
槍
蓆
旗
を
打
た
て
て

卯
三
郎
の

家
へ

攻
め
こ

み
、

家
族

残
ら
ず
を
み
な
殺
し
に

し
て

腹
癒
せ
ん
」
（『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』
明
治
十
七
年
五
月
十
八
日
付
）
と
し
て

協
議

し
て
い

た

も
の

で

あ
る
。

こ

の

土
屋
村
騒
擾
は
、

一

　

露
木
に

対
す
る
襲
撃
計
画
が
公
然
化
し
た
こ

と
、

二
　
の

ち
に

露
木
の

殺
害
に

加
わ
っ

た
足
柄
上
郡
井
ノ

口

村
、

大
住
郡
赤
田
村
な
ど
が
加
わ
っ

て
い

る
点
で

重
要
な
意
味
を
も
つ
。

以
上
の

よ

う
な
経
過
を
経
て
、

一

八
八
四
（
明
治
十
七

）
年
五
月
十
五
日
、

露
木
が
大
磯
の

旅
館
、

宮
代

屋
に

止
宿
中
の

と
こ

ろ
を
、

負
債
者
十
名
に

よ
っ

て

襲
わ
れ
惨
殺
さ
れ
る
の

で

あ
る
。

さ
て
、

こ

こ

で

注
目

し
た
い

の

は
加
害
者
た

ち
の

出
身
村
（
第
二

十
六
表
）
と
、

事
件
を
大
き
く
報
道
し
た
『
東
京
横
浜
毎
日
新

聞
』
の

次
の

記
事
で

あ
る
。

右
の

連
累
は
二
、

三
百
人
あ
る
由
に
て
、

実
は
同
日
同
時
に
一

手
は
卯
三
郎
の

居
宅
を
焼
打
に

し
、

一

手
は
即
ち
大
磯

に
て

同
人
を
殺
す
手
筈
な
り
し
が
、

大
磯
の

方
が

刻
限
を
早
く
発
し
、

為
に

早
く
も
警
察
官
の

数
多
駆
け
来
り
て

卯
三

郎
の

居
宅
を
守
る
様
な
り
し
か
ば
、

居
宅
の

方
は
遂
に

発
す
る
を
得
ざ

り
し

な

り
と
（
『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』
明

治
十
七
年
五
月
十
八
日
付
）。

第25表　相州西部における明治16年末から17年前期の農民騒擾

土屋，小野編『明治初年農民騒擾録』から作成
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つ

ま
り
、

加
害
者
た
ち
の

出
身
村
を
見
る
と
、

相
当
広
汎
な
地
域
（
三
郡
六
か
村
）
に

及
ん
で

お

り
、

ま
た
先
の

報
道
記
事
に

あ
る
「
二
、

三
百
人
」
の

連
累
者
が
い

た
と

す
れ
ば
、

こ

の

事
件

は
、

単
な
る
偶
発
事
件
で
は
な
く
、

そ
の

背
後
に

各
地
の

負
債
者
集
団
の

緊
密
な
連
絡
と
計
画
が

あ
っ

た
こ

と
を
暗
示
し
て
い

る
。

極
言
す
れ
ば
、

加
害
者
た
ち
は
各
郡
村
の

負
債
者
間
か
ら
選
抜

さ
れ
た
決
行
グ
ル

ー
プ
で
は
な
い

か
と
い

う
こ

と
で

あ
る
。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

こ

こ

に

す
で
に

負
債
者
集
団
＝

困
民
党
の

原
型
が
形
成
さ
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で

あ
る
。

つ

い

で

に
こ

こ

で
、

殺
害
さ
れ
た
露
木
卯
三
郎
に
つ

い

て
一

言
ふ
れ
て
お
こ

う
。

露
木
は
淘
綾
郡
一

色
村
出
身

の

典
型
的
な
高
利
貸
で
、

そ
の

「
残
忍
な
債
法
」
は
、

「
相
卯
」
の

名
で

全
相
州
に

な
り
ひ

び
い

て
い

た
。

そ
の

た
め
早
く
か
ら
負
債
者
た
ち
の

恨
み
を
買
い
、

事
件
当
日
も
身
の

危
険
を
感
じ
て

娘
の

嫁
ぎ
先
で

あ
る
宮
代
屋
に

身
を
隠
し
て
い

た
と
い

わ
れ
て
い

る
。

露
木
の

負
債
圏
は
足
柄
上
・

足
柄
下
・

大
住
・

淘
綾
・

高
座
の

諸
郡
に

及

び
、

五
百
人
に
の

ぼ
る
負
債
者
を
か
か
え
、

殺
害
さ
れ
た
当
時
十
四
、

五
万
円
の

巨
富
を
蓄
え
て
い

た
と
い

う
。

そ
の

う
ち
、

大
住
郡
の

負
債
関
係

だ
け
で

も
、

件
数
に

し
て
百
二

十
四
件
、

債
権
額
一

万
八
千
七
百
円
、

抵
当
に
と
っ

た
田
畑
の

面
積
は
六
十
三
町
五
反
余
に
の

ぼ
っ

て

い

る
（
土
井

浩
「
明
治
十
年
代
神
奈
川
県
下
の

土
地
金
融
活
動
に
つ

い

て

」『
神
奈
川
県
史
研
究
』
二
七
号
）。

弘
法
山
騒
擾

さ
て
、

相
州
の

農
民
騒
擾
は
、

露
木
事
件
を
契
機
に
一

挙
に

激
化
し
た
。

こ

の

事
件
の

前
後
に

相
州
で
は
二
つ

の

騒
擾

―
大
住

郡
曽
屋
村
の

共
伸
社
と
大
住
郡
馬
入
村
の

江
陽
銀
行
（
第
二

十
五
表
参
照
）―
が
起
き
て
い

た
が
、

露
木
事
件
に

触
発
さ

れ
て

尖
鋭

化
し
て
い

っ

た
。

供
伸
社
を
め
ぐ
る
騒
擾
で
は
、

五
月
二
十
七
日
、

大
住
郡
四
十
四
か
村
の

農
民
三
百
名
が
、

突
如
、

笠
窪
村
の

元
戸
長
、

添
田
団

右
衛
門
を
「
首
魁
」
と
し
て
、

秦
野
の

弘
法
山
に

立
て
こ

も
っ

て

集
団
的
な
動
き
を
見
せ
は
じ
め
た
。

六
月
四
日
の

『
自
由
新
聞
』
は
、

現
地
か
ら

第26表　露木事件関係者一覧

なお事件の主謀者といわれた石黒長兵衛（大住
郡土屋村）近藤甚蔵（淘綾郡山下村）は無罪と
なっている

©神奈川県立公文書館



の

報
道
と
し
て
こ

う
伝
え
て
い

る
。

神
奈
川
県
相
模
国
大
住
郡
（
以
下
村
名
略

―
引
用
者
）
四
十
四
ケ

村
の

人
民
凡
そ
三
百
余
名
に
は
、

不
景
気
の

余
り
同
郡
矢
名
村
な
る
弘
法
山
に

楯
寵
り
相
議
し

て

曰
ふ

各
自
の

負
債
は
益
々

嵩
み
来
っ

て

到
底
返
弁
の

目
途
な
し

然
る
時
に
は
抵
当
と
し
て

差
入
れ
置
き
し
祖
先
伝
来
の

田
畑
は
全
く
他
人
の

有
と
な
り
、

我

々

は
小
作
を
な
す
も
為
さ
ざ
る
も
一

切
所
有
人
の

権
内
に

あ
れ
ば
祖
先
へ

対
し
申
訳
之
れ
な
し

さ
り
と
て

金
円
の

弁
償
す
べ

き
な
け
れ
ば
此
上
は
債
主
へ

迫
り
て

飽
迄
年
賦
返
済
の

儀
を
照
会
し
全
く
帳
消
し
同
様
の

談
判
に

取
懸
る
べ

し
。

も
し
肯
か
ざ
る
時
に
は
暴
行
に

及
ば
ん
と
衆
議
一

決
し
て

去
月
廿
七
日
よ
り
、

或
は
十

名
或
は
十
五
名
宛
連
れ
立
ち
て

第
一

番
に
同
郡
曾
屋
村
即
ち
十
日
市
場
の

共
伸
社
へ

押
懸
け
、

本
年
よ
り
無
利
息
三
十
五
年
賦
返
済
の

儀
を
申
入
れ
た
り
（
後
略
）

自
由
新
聞
は
こ

の

記
事
の

は
じ
め
に

「
類
似
社
会
党
」
と
い

う
見
出
し
を
つ

け
て
、

こ

の

ま
ま
で
は
「
幾
ん
と
蓆
旗
を
翻
へ

し
竹
槍
を
提
げ
て

手

に

唾
し
て

起
た
ん
と
す
る
勢
」
だ
と
憂
慮
し
て
い

る
。

そ
し
て
、

こ

の

「
勢
」
に

火
が
つ

い

た
の

が
、

共
伸
社
社
長
、

梅
原
修
平
の

私
宅
に

貼
ら
れ
た
は
り
紙
事
件
で

あ
っ

た
。

願
の

筋
聞
届
け
呉
れ
候
は
ず
ば
、

如
何
程
堅
固
防
禦
を
な
す
と
雖
も
屹
度
焼
打
候
間
其
段
承
知
せ
よ

つ

つ

が
な
き
命
は
き
の

う
共
伸
社

あ
す
は
露
木
の

友
と
な
る
身
ぞ

（
土
屋
、

小
野
編
『
明
治
初
年
農
民
騒
擾
録
』）

何
者
か
の

手
で

貼
ら
れ
た
こ

の

は
り
紙
は
、

梅
原
を
動
転
さ
せ
、

放
火
殺
人
の

噂
も
飛
ん
で

付
近
を
パ

ニ

ッ

ク

状
態
に
お
と
し
入
れ
た
。

露
木
事

件
の

二
の

舞
を
恐
れ
た
小
田
原
警
察
署
は
、

事
件
の

「
首
魁
」
と
し
て

添
田
ら
を
逮
捕
し
た
。

つ

づ
い

て

六
月
十
一

日
、

今
度
は
大
住
郡
馬
入
村
の

江
陽
銀
行
の

社
長
、

杉
山
泰
助
宅
に

放
火
す
る
と
い

う
脅
迫
状
が
投
げ
込
ま
れ
、

こ

こ

で

も

騒
擾
は
激
化
の

様
相
を
見
せ
は
じ
め
た
。

こ

の

よ
う
な
不
穏
な
状
況
の

な
か
で
、

さ
す
が
の

債
主
側
も
次
第
に

態
度
を
軟
化
さ
せ
た
。

江
陽
銀
行
の

社
長
、

杉
山
は
、

事
態
を
打
開
す
る
た
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め
、

村
の

祭
礼
に

か
こ
つ

け
て

負
債
者
に

酒
肴
を
供
応
し
、

戸
長
、

仲
裁
人
を
交
え
て

徹
夜
の

交
渉
の

結
果
、

よ
う
や
く
和
解
に
こ

ぎ
つ

け
た
。

こ

う
し
て
、

六
月
に

入
る
と
、

共
伸
社
な
ど
他
の

債
主
も
、

「
利
子
を
引
下
げ
或
は
年
賦
を
承
諾
」
に

応
じ
て

い

っ

た
。

そ
の

際
の

和
解
条
件
が
ど
の

よ
う
な
も
の

か
全
部
は
明
ら
か
で

な
い

が
、

江
陽
銀
行
の

和
解
内
容
は
「
十
七
年
六
月
よ
り
約
三
ケ
年
に
一

割
二

分
の

利
を
付
す
る
事
、

三
年
後
に

更
に

三
ケ

年
の

延
期
を
許
し
此
金
額
に

限
り
八
分
の

利
を
付
す
る
」（
前
掲
「
騒
擾
録
」）
と
い

う
も
の
で
、

債
主
側
に

し
て

み
れ
ば
か
な
り
大
幅
の

譲

歩
を
盛
っ

た
も
の

で

あ
っ

た
。

と
も
あ
れ
、

一

八
八
三
（
明
治
十
六

）
年
末
か
ら
相
州
を
震
撼
さ
せ
た
農
民
騒
擾
は
、

露
木
事
件
を
契
機
に

負
債
者
側
を

有
利
に

導
き
、

債
主
を

示
談
に

追
い

込
ん
で
一

応
の

解
決
を
得
た
の

で

あ
る
。

と
り
わ
け
、

露
木
関
係
の

負
債
に
つ

い

て
は
、

そ
の

遺
族
が
大
方
の

債
権
を
放
棄
し
た
こ

と

も
あ
っ

て
、

画
期
的
な
解
決
を
得
た
の

で

あ
っ

た
。

こ

う
し
て
、

県
西
部
の

騒
擾
は
ひ
と
ま
ず
鎮
静
に

向
か
い
、

騒
擾
圏
は
東
部
へ

と
移
動
し
て
い

っ

た
。

三
　
武
相
困
民
党
の

た
た
か
い

御
殿
峠
の

大
騒
擾

一

八
八
四
（
明
治
十
七

）
年
の

六
月
ま
で
、

県
の

西
部
に

吹
き
荒
れ
て
い

た
農
民
騒
擾
は
、

七
月
に

入
る

と

東
部
へ

移
動
し

た
。

七
月
三
十
日
、

ま
ず
高
座
郡
上
鶴
間
の

鹿
島
神
社
に

同
村
の

農
民
三
百
人
が
集
ま
り
、

原
町
田
の

武
相
銀
行
と
奈
良
村

の

盛
運
社
の

負
債
の

件
で

協
議
す
る
と
い

う
動
き
が
あ
っ

た
。

こ

の

事
件
は
次
に

く
る
一

大
騒
擾
の

前
ぶ
れ
で

あ
っ

た
。

八
月
十
日
、

高
座
・

南
多
摩
・

都
筑
三
郡
の

農
民
が
、

武
相
の

国
境
い

に

あ
る
御
殿
峠
に

大
挙
し
て

集
合
し
、

事
態
は
一

挙
に

重
大
化
し
た
。

こ

の

日
御
殿
峠
に

集
ま
っ

た
農
民
の

数
は
千
人
と
も
数
千
人
と
も
い

わ
れ
、

沿
道
を
大
八
車
に

大
釜
や
食
糧
を
積
ん
で

行
進
し
、

こ

れ
か
ら
八
王
子
の
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銀
行
会
社
を
打
ち
こ

わ
し
に

行
く
の

だ
と
言
っ

て

気
勢
を
あ
げ
た
。

「
其
勢
ヒ

恰
モ

仏
国
革
命
党
ノ
バ

ス

チ
ー
ル

獄
ヲ

破
ツ

テ
ユ

ク

」
が
如
し
だ
と
、

戸
長
の

細
野
喜
代
四
郎
は
そ
の

日
誌
（『
町
田
市
史
史
料
集
』
第
八
集
）
記
し
て
い

る
。

こ

の

報
が
八
王
子
に

伝
わ
る
や
、

市
内
は
ま
る
で

打
ち
こ

わ
し

前
夜
の

よ
う
な
恐
慌
状
態
を
呈
し
た
と
い

う
。

御
殿
峠
と
い

え
ば
、

武
相
の

境
に

あ
っ

て
八
王
子
の

市
街
が
眼
下
に

見
下
せ
る
場
所
で

あ
る
。

当
時
の

八
王
子
は
、

関
東
最
大
の

織
物
生
糸
市
場

と
し
て

多
数
の

銀
行
会
社
が
集
中
し
て
い

た
。

こ

れ
ら
の

銀
行
会
社
に

負
債
の

あ
る
農
民
が
、

債
主
と
の

交
渉
の

た
め

此
の

地
を
選
ん
だ
の

は
極
め

て

自
然
の
こ

と
で

あ
っ

た
。

農
民
蜂
起
の

報
に

驚
い

た
八
王
子
警
察
は
、

署
長
の

原
田
東
馬
以
下
総
員
で

か
け
つ

け
、

懸
命
の

説

得
に

あ
た
っ

た
。

集
会
の

目
的
を
き
か
れ
た
参
加
者
た
ち
は
、

負
債
の

返
済
が
で

き
な
い

の

で

全
員
で

債
主
に

延
期
を
交
渉
し
に
い

く
の

だ
と
答
え
て
い

る
。

警
察
側
の

徹
夜
の

説
得
が
効
い

た
の

か
、

さ
し

も
の

大
群
集
も
夜
明
け
と
共
に

解
散
し
は
じ
め
た
。

し
か
し
そ
の

う
ち
の

二
百
余
人
は
、

疲
労
と
空
腹

を
理
由
に

立
退
き
を
拒
否
し
た
た
め
全
員
検
挙
さ
れ
た
。

検
挙
者
の

所
属
は
、

三
郡
二

十
二
か
村
に

及

ん
で
い

る
が
、

高
座
郡
上
鶴
間
村
の

六
十
七
名
を
は
じ
め
、

南
多
摩
郡
の

高
ケ

坂
村
十
九
名
、

南
大
沢

村
十
九
名
、

木
曽
村
十
六
名
な
ど
が
主
力
を
な
し
て
お

り
、

こ

れ
ら
の

諸
村
で

は
す
で
に

困
民
党
が
組

織
さ
れ
て
い

た
も
の

と
推
定
さ
れ
る
。

と
も
あ
れ
、

こ

の

御
殿
峠
事
件
は
、

困
民
党
運
動
の

最
初
の

大
結
集
を
示
し
た
も
の
で

あ
り
、

運
動

が
郡
村
段
階
を
越
え
て

大
き
く
連
合
へ

の

第
一

歩
を
ふ
み
出
し
た
こ

と
を
告
げ
る
も
の

で

あ
っ

た
。

困
民
党
運
動
の

第
二
の

事
件
は
、

南
多
摩
郡
川
口

村
の

農
民
指
導
者
、

塩
野
倉
之
助
に

対
す
る
弾
圧

困民党結集の上鶴間青柳寺（鹿島神社）
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事
件
で

あ
る
。

九
月
一

日
、

八
王
子
署
は
塩
野
の

自
宅
に

困
民
党
の

事
務
所
が
設
け
ら
れ
た
と
い

う
情
報
を
得
て
、

家
宅
捜
索
を
行
い
、

塩
野
の

書

記
の

町
田
克
敬
を
逮
捕
し
た
。

こ

の

事
件
を
聞
い

た
農
民
側
は
、

塩
野
を
先
頭
に

続
々

と
八
王
子
署
へ

つ

め
か
け
、

町
田
の

釈
放
と
押
収
品
の

返
還

を
要
求
し
た
。

そ
の

数
二
百
余
人
、

激
昂
し
た
農
民
の

中
に

は
、

署
員
の

制
止
を
無
視
し
て

署
内
に

な
だ
れ
込
む
者
も
い

た
。

そ
の

た
め
、

不
退
去

を
理
由
に

全
員
検
束
さ
れ
る
と
い

う
結
果
を
招
い

た
。

こ

の

時
の

逮
捕
者
は
南
多
摩
、

西
多
摩
、

北
多
摩
の

三
十
三
か
村
二

百
十
名
で

あ
っ

た
。

こ

の

事
件
は
、

こ

れ
ま
で

騒
擾
の

圏
外
に
い

た
多
摩
北
部
の

地
域
が
新
た
に

運
動
に

加
わ
り
、

困
民
党
に

結
集
し
は
じ
め
た
こ

と
を
示
し
て
い

る
。

こ

の

弾
圧
の

報
を
聞
く
や
、

南
部
の

人
民
は
北
部
に
呼
応
し
合
流
す
べ

く
、

再
び
御
殿
峠
へ

結
集
し
は
じ
め
る
が
、

横
浜
本
署
か
ら
の

警
官
隊
の

増
派

の

報
を
受
け
て
ひ
い

て
い

っ

た
。

以
上
の

よ
う
な
武
相
諸
郡
の

運
動
の

ほ
か
に
、

い

ま
一

つ

津
久
井
郡
人
民
の

動
向
に

注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

御
殿
峠
事
件
か
ら
三
日
目
、

津
久

井
郡
八
か
村
三
百
余
人
が
御
殿
峠
へ

か
け
つ

け
る
が
、

す
で
に

解
散
し
て
い

た
た
め
方
向
を
転
じ
、

そ
の

う
ち
の

百
人
が
歎
願
と
称
し
て

郡
役
所
へ

向
か
っ

た
。

そ
こ

で

郡
長
、

警
察
署
長
ら
の

説
諭
を
受
け
、

一

旦
引
き
揚
げ
た
が
、

十
六
日
再
び
別
の

場
所
に

集
合
す
る
と
い

う
陽
動
作
戦
を
用
い

て

当
局
を
悩
ま
せ
た
。

こ

の

津
久
井
人
民
の

行
動
は
極
め
て

尖
鋭
で
、

自
ら
「
困
民
会
」
と
称
し
、

八
月
二

十
六
日
に
は
同
郡
三
井
寺
に

十
か
村
の

代
表
十
三
人
が
集
合
し
、

警
官
が
解
散
を
命
じ
た
と
こ

ろ
、

目
下
負
債
の

件
で

仲
裁
人
を
通
じ
て

債
主
と
掛
合
い

中
で
、

「
其
返
答
あ
る

ま
で

は
決

し
て

解
散
せ
ず
」（「
騒
擾
録
」）
と
抗
弁
し
て

全
員
逮
捕
さ
れ
て
い

る
。

ま
た
津
久
井
困
民
党
は
、

他
郡
の

困
民
党
が
地
下
に

も
ぐ
っ

た
九
月
末
か
ら

十
月
末
に
か
け
て

も
、

十
数
人
か
ら
百
人
程
度
の

規
模
で
、

絶
え
ず
騒
擾
を
繰
り
返
し
て
い

る
。

武
相
困
民
党
の

大
連
合
な
る

さ
て
、

九
月
五
日
の
八
王
子
署
の

弾
圧
事
件
で
、

そ
れ
ま
で

連
日
の
よ
う
に
小
規
模
な
騒
擾
を
展
開
し
て
い

た
困
民
党
側
も
、

や
や
沈
静
す
る
か
に

見
え
た
。

警
察
側
が
隊
列
を
強
化
し
て

警
備
を
厳
に
し
は
じ
め

た
か

ら
で

あ
る
。

こ

う
し
た
な
か
で
、

九
・

五
事
件
の

逮
捕
者
も
大
方
釈
放
さ
れ
、

八
王
子
警
察
署
は
九
月
三
十
日
、

事
件
落
着
の
意
味
で

横
浜
本
署
に

「
借
金
党
鎮
圧
」
の
報
告
を
行
う
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ま
で
に

な
っ

た
。

し
か
し
、

こ

の
一

か

月
間
こ

そ
困
民
党
に
と
っ

て

組
織
の

大
結
集
を
は
か
る
た

め
の

時
間
か
せ
ぎ
の

時
期
で

あ
っ

た
。

各
地
の

困
民
党
グ
ル

ー
プ
は
、

こ

の

間
地

下
深
く
潜
行
し
、

相
互
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
、

困
民
党
の

大
連
合
を
準
備
し
て

い

っ

た
。

武
相
困
民
党
の

結
成
が
ひ
そ
か
に

す
す
め
ら
れ
て
い

た
の

で

あ
る
。

も
と
も
と
困
民
党
は
、

「
上
鶴
間
組
」「
木
曽
組
」
と
い

う
よ
う
な
一

村
若
し
く

は
数
か
村
が
基
本
組
織
と
な
っ

て
お
り
、

そ
れ
が
横
に

大
き
く
連
合
す
る
と
い

う

組
織
形
態
を
と
っ

て
い

た
。

こ

の

よ
う
な
連
合
は
、

運
動
の

な
か
で

次
第
に

発
展

し
て
い

っ

た
が
、

そ
れ
が
武
相
困
民
党
と
し
て

大
同
団
結
し
、

正
式
に

名
の

り
を

あ
げ
た
の

は
、

十
一

月
十
九
日
の

困
民
党
大
会
で

あ
っ

た
。

こ

の

日
困
民
党
は
相

模
原
で
、

武
相
七
郡
（
多
摩
三
郡
と

愛
甲
・

高
座
・

都
筑
・

鎌
倉
の

諸
郡
）
三
百
か

村

の

代
表
を
集
め
て

結
成
大
会
を
開
い

た
。

大
会
は
、「
申
合
規
則
並
ニ

維
持
法
」
と

よ
ば
れ
る
規
約
と
当
面
の

方
針
を
審
議
し
、

ま
た
新
指
導
部
を
選
出
し
た
。

大
会

審
議
の

中
で
は
、

こ

れ
ま
で

の

活
動
に

あ
ら
わ
れ
た
セ

ク
ト

主
義
と
分
散
主
義
が

厳
し
く
自
己
批
判
さ
れ
、

何
よ
り
も
団
結
の

強
化
が
叫
ば
れ
た
。

さ
ら
に

選
出
さ

れ
た
役
員
（
第
二

十
七
表
）
を
み
る
と
、

監
督
四
、

幹
事
九
、

会
計
五
、

周
旋
四
、

計
二
十
二

名
か
ら
な
っ

て

お

り
、

監
督
と
幹
事
に
は
若
手
を
起
用
し
会
計
と
周
旋

第27表　武相困民党の指導者一覧

この表は色川大吉「困民党と自由党」，『町田市史』（下巻）などを参考にして作成した。また，
このほかに，御殿峠事件の指導者，渋谷彦右衛門，同彦兵衛，各村段階での総代人もいるが
省略した
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に

は
年
長
者
を
配
し
、

ま
た
武
州
と
相
州
同
数
と
す
る
な
ど
、

年
齢
構
成
や
選
出
地
域

に

細
か
い

配
慮
を
し
て
い

る
こ

と
が
わ
か
る
。

大
会
は
最
後
に
、

次
の

よ
う
な
檄
文
を
発
表
し
て

幕
を
閉
じ
た
。

諸
君
知
ラ
ス

ヤ
吾
曹
ノ

対
手
ハ

最
モ

強
敵
ニ

シ

テ

最
堅
壁
ニ

拠
レ

リ
。

吾
進
撃
ノ

前
途
ニ

横
タ

ハ

ル

ノ

荊
莿
雖
然
正
理
ヲ

以
テ

剣
ト
ナ
シ

公
道
ヲ

以
テ

鉾
ト
ナ
シ

テ

薙
倒
蹂
躍
シ

テ
倍
進
テ
主

義
ヲ

貫
キ
目
的
ノ

域
ニ

至
リ
而
シ

テ

全
勝
ノ

功
ヲ

奏
シ

凱
歌
ヲ

天
下
ニ

揚
ル

コ

ト
何
ゾ

難
シ

ト

セ

ン

ヤ
　
是
只
衆
心
団
結
力
ノ

強
弱
如
何
ニ

ア
ル

ノ

ミ

　
請
吾
ガ

同
胞
兄
弟
ヨ

豈
卑
屈
ス

ル

ノ

時
ナ
ラ
ン

ヤ
、

宣
シ

ク

速
ニ

奮
起
シ

テ

希
望
目
的
ヲ

徹
底
ス

ル

コ

ト
ヲ

務
ム

ベ

シ

　
只
是
楽
境

ニ

遊
ブ
ト
倍
困
苦
ニ

陥
ル

ト
ハ

同
胞
兄
弟
ノ

奮
発
ス

ル

ト
否
ト
ノ

気
力
ニ

ア
ル

ノ

ミ

…
…
諸
君

請
活
動
セ

ラ
レ

ヨ

　
諸
君
請
奮
励
セ

ラ
レ

ヨ

（
資
料
編
13

近
代
・

現
代
⑶
四
三
）

困
民
党
が
大
会
で

決
め
た
当
面
の

方
針
は
、

各
郡
長
と
県
令
に

対
し
て

負
債
処
分
の

請
願
を
す
る
こ

と
で

あ
っ

た
。

郡
長
あ
て
の

請
願
で

は
、

負
債
の

返
済
に
つ

い

て
、

無

利
息
満
一

年
据
え
お
き
の

上
、

五
年
な
い

し
七
年
の

年
賦
払
い
、

そ
れ
に

少
々

の

利
子

と
い

う
大
変
控
え
目
な
も
の

で

あ
っ

た
。

困
民
党
は
当
初
、

負
債
満
五
か
年
据
え
お
き

五
十
年
賦
と
い

う
極
め
て

大
胆
な
要
求
を
打
ち
出
し
て
い

た
か
ら
で

あ
る
。

し
か
し
、

こ

の

程
度
の

要
求
で

す
ら
銀
行
側
は
受
入
れ
よ
う
と
し
な
か
っ

た
。

銀
行
側
は
す
で
に

九
月
末
、

騒
擾
の

仲
裁
役
を
買
っ

て

出
た
自
由
党
県
議
ら
に

対
し
て
、

負
債
者
の

う
ち
貧
困
な
者
に

限
っ

て

五
年
以
内
の

年
賦
払
い

を
認
め
る
、

利
子
は
年
一

割
五
分
以
上
二

割
ま
で

と
い

う
最
終
回
答
を
出
し

て
い

た
。

困民党結成大会で決定した「申合規則並ニ維持法」　須長松市氏蔵
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県
令
交
渉
と
困

民
党
の
終
末

困
民
党
が
当
事
者
間
の

交
渉
を
打
ち
切
っ

て
、

郡
長
、

県
令
と
い

う
行
政
当
局
に

対
す
る
請
願
に

切
り
か
え
た
の

は
、

行
き
詰

ま
っ

た
交
渉
を
、

当
局
の

職
権
に

頼
っ

て

打
開
し
よ
う
と
い

う
目
算
か
ら
で

あ
っ

た
。

と
こ

ろ
が
、

郡
長
あ
て

の

請
願
は
各
郡

長
か
ら
に
べ

も
な
く
拒
否
さ
れ
た
。

願
書
を
一

応
受
理
し
た
の

は
、

か
つ

て
の

民
権
派
県
議
で

現
高
座
郡
長
の

今
福
元
頴
だ
け
で

あ
っ

た
。

一

方
、

県
令
あ
て
の

請
願
は
、

大
会
で

「
吾
国
勇
名
ノ

国
士
」
と
し
て

指
名
さ
れ
た
代
言
人
、

立
木
兼
善
を
代
理
人
に

立
て

て

行
わ
れ
た
。

立
木
は
前
横
浜

裁
判
所
の

所
長
で
、

当
時
民
権
派
の

法
律
事
務
所
、

北
洲
社
を
経
営
し
て

困
民
党
の

信
頼
が
厚
く
、

す
で
に

木
曽
組
、

鶴
間
組
な
ど
の
グ
ル

ー
プ
と

は
以
前
か
ら
接
触
が
あ
っ

た
。

困
民
党
の

依
頼
を
受
け
た
立
木
は
、

年
が
明
け
た
十
八
年
の
一

月
早
々
、

神
奈
川
県
令
・

沖
守
固
に

書
簡
を
送
り
、

善
処
を
求
め
た
。

そ
れ
に

対

し
て

沖
県
令
も
、

趣
旨
は
よ
く
わ
か
っ

た
、

近
く
各
郡
長
か
ら
事
情
を
聞
い

て

善
処
し
た
い

と
い

う
返
事
を
寄
せ
た
。

こ

の

情
報
は
直
ち
に

地
元
の

困
民
党
に

伝
わ
り
、

そ
こ

で

困
民
党
は
総
代
数
名
を
横
浜
に

送
っ

て
、

直
接
県
令
に

歎
願
す
る
こ

と
に
し
た
。

こ

の

と
き
の

総
代
は
、

監
督
の

中
島

小
太
郎
、

佐
藤
昇
之
助
、

若
林
高
之
亮
、

金
子
邦
重
、

大
曽
根
作
次
郎
そ
れ
に

事
務
主
任
の

須
長
蓮
造
の

六
名
で

あ
っ

た
。

一

八
八
五
（
明
治
十
八

）
年
一

月
九
日
、

一

行
は
横
浜
の

名
望
家
、

海
老
塚
四
郎
兵
衛
に

伴
わ
れ
て

県
庁
に

出
頭
し
た
。

と

こ

ろ
が
、

県
側
の

態

度
は
先
日
の

立
木
の

情
報
と
は
う
っ

て

変
っ

た
も
の

で

あ
っ

た
。

当
日
は
県
令
の

姿
は
な
く
、

田
沼
大
書
記
官
、

花
田
警
部
長
ら
が
応
対
し
た
が
、

最
初
か
ら
総
代
の

辞
任
と
困
民
党
の

解
散
を
要
求
す
る
高
圧
的
な
も
の

で

あ
た
。

翌
日
は
沖
県
令
に

招
か
れ
た
が
、

此
処
で

も
前
日
と
同
様
で

あ
っ

た
。

総
代
た
ち
が
必
死
に

な
っ

て

訴
え
る
負
債
処
分
の

問
題
に
は
耳
を
か
さ
ず
、

「
速
ニ

出
頭
総
代
ノ

名
義
ヲ

去
り
団
結
ヲ

解
ケ
…
…
若
シ

強
テ

申

立
ル

以
上
ハ

無
余
儀
警
吏
ニ

引
渡
処
分
ス

ル

ノ

外
無
シ

」（
明
治
十
八
年
一

月
十
二

日
中
島
小
太
郎
宛
若
林
高
之
亮
書
簡
色
川
大
吉
「
困
民
党
と
自
由
党
」『
歴

史
学
研
究
』
二
四
七
号
）
と
言
っ

て
、

説
諭
と
脅
迫
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

今
や
す
べ

て
の

望
み
は
断
た
れ
た
。

そ
の

夜
、

悄
然
と
し
て

宿
舎
に

帰
っ

た
総
代
た
ち
は
、

県
令
あ
て
に
一

通
の

上
申
書
を
作
成
し
た
。

そ
れ
は
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